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平成１４年６月５日

弁護士会会長 殿

日本弁護士連合会

会長 本 林 徹

会員の非違行為への対応について（要請）

－ －事前公表制度の整備等

日頃より，日弁連の会務運営にご理解とご協力を賜り感謝申し上げます。

さて，すでに新聞報道などでご承知のとおり，奈良弁護士会所属の河辺幸雄会

員が，詐欺と業務上横領罪で逮捕・起訴される事件が発生いたしました。奈良弁

護士会では，極めて重大な事態と受けとめて，対策特別委員会を設置して会を挙

げて被害者の救済活動を行うことを決定し，被害者窓口における被害申告・相談

等の受付，被害者説明会の実施，訴訟記録の確保と整理，事件の引継弁護士の紹

介，債権者破産申立を行うなど全力で取り組みを行っています。

また，奈良弁護士会では，河辺会員に対して，会立件等による綱紀・懲戒手続

を進めておりましたが，同弁護士会は懲戒委員会の議決に基づき，５月１３日，

同会員を除名の懲戒処分にいたしました。

しかし，以前の同会員に対する戒告の懲戒処分やその後の懲戒請求などの懲戒

に関する情報を市民に十分に伝えなかったことが結果的に被害の拡大を招いたと

， ， ，して 弁護士会の責任を追及する動きも報道されており 日弁連執行部としては

今回の事件を大変深刻に受けとめています。

日弁連では１９９８年から全会員に倫理研修を義務づけ，今年２月２８日の臨

時総会では「綱紀・懲戒制度の改革に関する基本方針」を決議したところであり

ます。

総会決議は 「日弁連は弁護士自治を堅持し，発展させる見地から，その基幹，



をなす綱紀・懲戒制度をより一層充実させ，その透明性・迅速化及び実効化を図

るため，各弁護士会と共に，綱紀・懲戒制度の改革に取り組む」とし，その一つ

として「懲戒処分等の公表の拡充」につき 「懲戒委員会の審査に付された段階，

， ，において 公表する必要性の高いものとして一定の要件に該当する案件について

これを公表することができるものとする」と述べ，提案理由において「なお，綱

紀委員会の調査に付された段階で，会立件，会員の逮捕等一定の要件に該当する

場合には公表する制度を既に設けている弁護士会があるが，各弁護士会がその実

情に応じてこのような制度を設けることは，もとより可能である」と述べており

ます。

つきましては，各弁護士会に対し，弁護士自治に対する社会の信頼を維持する

ため，この総会決議の趣旨を踏まえ，早急に以下の対策に取り組まれることを要

請いたします。

記

( ) 苦情処理の市民窓口を未設置の弁護士会においては，早急にこれを設置し，1

理事者が情報を早期に把握できる態勢を組むこと。

「 （ ）」 ，( ) 別紙 懲戒手続に付されたことの公表に関する会規 モデル案 を参考に2

事前公表制度（綱紀・懲戒手続の結論が出る前，即ち綱紀委員会の調査又は懲

戒委員会の審査に付された段階であっても，その後の被害発生の防止等のため

その他特に公表の必要があるときは，会長の裁量，常議員会の事前・事後の決

議等により事前公表できる制度）の整備に早急に取り組むこと。
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懲
戒
手
続
に
付
さ
れ
た
こ
と
の
公
表
に
関
す
る
会
規
（
モ
デ
ル
案
）

（
目
的
）

第
一
条

Ａ
案

こ
の
会
規
は
、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
及
び
外
国
法
事
務
弁
護
士

並
び
に
本
会
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
弁
護
士
等

の
非
行
に
基
づ
く
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
〇
〇
弁
護
士
会
会
則

第
〇
条
に
基
づ
く
公
表
の
要
件
、
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
及
び
公

表
の
方
法
等
に
つ
き
定
め
、
も
っ
て
そ
の
運
用
の
適
正
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

Ｂ
案

こ
の
会
規
は
、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
及
び
外
国
法
事
務
弁
護
士

並
び
に
本
会
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
弁
護
士
等

の
非
行
に
基
づ
く
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
弁
護
士
会
員
等
が
懲

戒
手
続
に
付
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
公
表
の
要
件
、
公
表
す
る
こ
と
が

で
き
る
事
項
及
び
公
表
の
方
法
等
を
定
め
る
。

・

懲
戒
手
続
の
事
前
公
表
に
つ
い
て
会
則
で
こ
れ
を
定
め
、
会
則
改
正
を
あ

わ
せ
て
行
う
場
合
に
は
、
Ａ
案
の
と
お
り
と
な
る
。

・

会
則
改
正
を
行
わ
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
会
規
第
一
条
が
事
前
公
表
の
根

拠
と
な
る
の
で
、
Ｂ
案
の
と
お
り
と
な
る
。
こ
こ
で
「
懲
戒
手
続
に
付
さ
れ

た
」
と
は
、
懲
戒
委
員
会
に
付
議
さ
れ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
綱
紀
委
員
会

の
調
査
手
続
き
に
付
さ
れ
た
こ
と
も
含
ん
で
い
る
。
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（
公
表
の
要
件
）

第
二
条

会
長
は
、
弁
護
士
会
員
、
弁
護
士
法
人
会
員
又
は
外
国
特
別
会
員

（
以
下
「
弁
護
士
会
員
等
」
と
い
う

）
に
対
し
綱
紀
委
員
会
が
懲
戒
相
当

。

の
議
決
を
し
た
場
合
で
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、

第
四
条
に
定
め
る
事
項
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
弁
護
士
会
員
等
の
非
行
が
重
大
な
た
め
、
公
表
し
な
い
こ
と
に

よ
り
弁
護
士
会
員
等
及
び
本
会
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
が
損
な
わ
れ
る

お
そ
れ
が
明
白
で
、
か
つ
、
緊
急
の
必
要
性
が
あ
る
と
き
。

二

当
該
弁
護
士
会
員
等
の
非
行
に
よ
り
被
害
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
明

白
で
、
か
つ
、
緊
急
の
必
要
性
が
あ
る
と
き
。

２

会
長
は
、
当
該
弁
護
士
会
員
等
に
対
す
る
綱
紀
委
員
会
の
議
決
が
な
さ
れ

る
前
で
あ
っ
て
も
、
当
該
弁
護
士
会
員
等
に
対
し
既
に
綱
紀
委
員
会
の
調

査
手
続
き
が
開
始
さ
れ
、
か
つ
、
本
会
が
懲
戒
請
求
し
て
い
る
と
き
、
本

会
に
対
し
て
当
該
弁
護
士
会
員
に
対
す
る
苦
情
申
立
が
あ
る
と
き
又
は
当

該
弁
護
士
会
員
等
が
逮
捕
さ
れ
た
と
き
等
、
当
該
弁
護
士
会
員
等
の
非
行

の
存
在
を
認
め
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
り
、
さ
ら
に
前
項
各
号
に

定
め
る
事
項
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
第
四
条
に
定
め
る
事
項

を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・

事
前
公
表
の
要
件
と
し
て
は
、
綱
紀
委
員
会
の
懲
戒
相
当
の
議
決
が
あ
っ

た
場
合
で
、
第
一
号
な
い
し
第
二
号
の
要
件
が
あ
る
場
合
は
事
前
公
表
で
き

る
と
し
た
。
し
か
し
、
綱
紀
委
員
会
の
議
決
を
待
た
な
い
で
事
前
公
表
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
を
第
二
項
と
し
て
規
定
し
た
。

綱
紀
委
員
会
の
議
決
が
な
い
時
点
に
お
い
て
は
、
会
長
が
会
員
の
非
行
の

事
実
を
知
り
得
な
い
場
合
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
事
前
公
表
は
、
①
会
請
求

の
場
合
、
②
懲
戒
請
求
に
引
き
続
き
他
の
案
件
で
同
一
弁
護
士
に
苦
情
相
談

が
複
数
あ
る
場
合
、
③
会
員
が
逮
捕
さ
れ
被
疑
事
実
が
公
表
さ
れ
る
な
ど
し

て
会
員
の
非
行
が
明
確
に
な
っ
た
場
合
等
、
会
員
の
非
行
の
存
在
を
認
め
る

に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
一
項
各
号
の
要
件
が
あ
る
と

き
は
事
前
公
表
で
き
る
も
の
と
し
た
。

・

第
一
項
第
一
号
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
会
が
会
員
の
「
重
大
な
」
非
行
を

知
り
な
が
ら
「
公
表
し
な
い
こ
と
に
よ
り
」
弁
護
士
及
び
弁
護
士
法
人
並
び

に
本
会
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
「
明
白
」
に
認
め

ら
れ
、
か
つ
「
緊
急
の
必
要
性
」
が
あ
る
場
合
に
公
表
で
き
る
。

・

第
一
項
第
二
号
に
つ
い
て
は
、
被
害
拡
大
の
お
そ
れ
が
「
明
白
」
に
認
め

ら
れ
、
か
つ
「
緊
急
の
必
要
性
」
が
あ
る
場
合
に
公
表
で
き
る
。
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（
意
見
陳
述
の
機
会
）

第
三
条

会
長
は
、
前
条
の
公
表
を
決
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
そ
の
前
に
、

当
該
弁
護
士
会
員
等
に
対
し
、
意
見
そ
の
他
の
陳
述
の
機
会
を
与
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
当
該
弁
護
士
会
員
、
当
該
弁
護
士
法
人
会
員
の

社
員
若
し
く
は
使
用
人
で
あ
る
弁
護
士
又
は
当
該
外
国
特
別
会
員
が
逮
捕

さ
れ
、
若
し
く
は
行
方
不
明
と
な
る
な
ど
、
当
該
弁
護
士
会
員
等
の
意
見

そ
の
他
の
陳
述
を
聞
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

・

事
前
公
表
と
い
う
不
利
益
処
分
を
受
け
る
当
該
弁
護
士
会
員
等
に
対
す
る

、

、

手
続
的
保
障
の
た
め
の
規
定
で
あ
る
こ
と
か
ら

当
該
弁
護
士
会
員
等
に
は

「
意
見
そ
の
他
の
陳
述
」
と
い
う
こ
と
で
、
広
く
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与

。

、

、

え
た

た
だ
し

意
見
陳
述
は
あ
く
ま
で
事
前
公
表
に
対
す
る
も
の
で
あ
り

こ
の
手
続
を
利
用
し
て
、
会
長
が
積
極
的
に
新
規
の
証
拠
を
収
集
し
て
調
査

す
る
こ
と
は
、
綱
紀
委
員
会
と
の
関
係
で
問
題
も
あ
り
得
る
。

・

し
た
が
っ
て
、
会
長
の
側
か
ら
、
当
該
弁
護
士
会
員
等
に
対
し
意
見
聴
取

を
す
る
際
の
意
見
聴
取
の
中
身
は
「
公
表
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
に
限
定
す

べ
き
で
あ
る
（
た
だ
し
、
当
該
弁
護
士
会
員
等
が
み
ず
か
ら
意
見
陳
述
す
る

内
容
に
つ
い
て
限
定
は
な
い
し
、
当
該
意
見
陳
述
を
聞
い
た
結
果
懲
戒
請
求

の
相
当
性
に
疑
念
を
も
ち
、
事
前
公
表
を
思
い
と
ど
ま
る
こ
と
も
理
論
的
に

は
あ
り
得
る

。）

・

意
見
陳
述
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
は
重
要
な
手
続
的
保
障
で
あ
る
が
、
逮

捕
さ
れ
て
接
見
制
限
さ
れ
事
実
上
意
見
を
聞
け
な
い
場
合
、
行
方
不
明
な
ど
の

、

。

場
合
に
事
前
公
表
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め

但
し
書
き
を
設
け
た
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（
公
表
の
範
囲
）

第
四
条

第
二
条
に
よ
り
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
定

め
る
事
項
と
す
る
。

一

当
該
弁
護
士
会
員
等
の
氏
名
又
は
名
称
、
事
務
所
又
は
主
た
る
法
律

事
務
所
、
そ
の
他
弁
護
士
名
簿
及
び
弁
護
士
法
人
名
簿
に
記
載
さ
れ
て

い
る
事
項

二

調
査
請
求
又
は
審
査
請
求
を
し
た
こ
と
及
び
そ
の
理
由
の
要
旨

三

調
査
請
求
又
は
審
査
請
求
を
し
た
日

四

当
該
弁
護
士
会
員
等
の
意
見
陳
述
の
有
無
及
び
そ
の
内
容

五

そ
の
他
被
害
拡
大
防
止
の
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項

（
そ
の
他
の
被
害
救
済
措
置
）

第
五
条

本
会
が
、
当
該
弁
護
士
会
員
等
の
依
頼
者
等
の
た
め
に
相
談
体
制
そ

、

、

の
他
の
被
害
救
済
措
置
を
用
意
し
た
場
合
に
は

前
条
の
公
表
と
同
時
に

又
は
公
表
後
に
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・

五
号
に
つ
い
て
、
事
前
公
表
で
き
る
事
項
は
限
定
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
単
に
「
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
」
で
は
な
く

「
被
害
拡
大

、

防
止
の
た
め
」
と
い
う
文
言
を
い
れ
た
。
そ
の
他
被
害
拡
大
防
止
の
た
め
必

要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
、
会
の
裁
量
に
よ
っ
て
決
せ

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

・

相
談
体
制
そ
の
他
の
被
害
救
済
措
置
を
別
条
項
と
し
た
の
は
、
①
必
ず
し

も
公
表
時
に
お
い
て
相
談
体
制
が
と
と
の
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、

②
第
一
項
は

「
被
害
拡
大
防
止
の
た
め
」
と
い
う
趣
旨
か
ら
要
請
さ
れ
る

、

事
項
で
あ
る
が
、
相
談
体
制
等
は
、
被
害
拡
大
防
止
だ
け
で
な
く
、
す
で
に

被
害
が
確
定
し
て
い
る
被
害
者
の
救
済
と
い
う
側
面
も
有
す
る
こ
と
、
と
い

う
理
由
か
ら
で
あ
る
。
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（
常
議
員
会
の
議
決
）

第
六
条

会
長
は
、
第
二
条
の
公
表
を
す
る
前
に
常
議
員
会
の
議
を
経
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
定
め
に
拘
わ
ら
ず
、
当
該
弁
護
士
会
員
、
当
該
弁
護
士
法
人
会
員

の
社
員
若
し
く
は
使
用
人
で
あ
る
弁
護
士
又
は
当
該
外
国
特
別
会
員
が
逮

捕
さ
れ
る
な
ど
、
特
段
の
緊
急
性
が
あ
る
と
き
は
、
会
長
は
、
常
議
員
会

。

、

、

、

の
議
を
経
ず
に
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る

但
し

そ
の
場
合

会
長
は

公
表
後
最
初
に
開
催
さ
れ
る
常
議
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
表
の
時
期
）

第
七
条

会
長
は
、
前
条
第
一
項
の
常
議
員
会
の
議
決
を
経
た
後
、
速
や
か
に

公
表
を
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
条
第
二
項
の
場
合
は
、
適
当
な
時
期
に
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
公
表
の
方
法
）

第
八
条

第
二
条
の
公
表
は
、
会
長
が
指
定
し
た
日
時
及
び
場
所
に
お
い
て
文

書
、
口
頭
そ
の
他
適
当
な
方
法
で
行
う
。

・

常
議
員
会
を
設
置
し
て
い
な
い
会
に
つ
い
て
は
、
適
宜
、
そ
れ
に
相
当
す

る
機
関
の
決
議
を
経
る
も
の
と
す
る
。

・

事
後
報
告
に
な
る
場
合
を
限
定
的
に
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
逮
捕
さ
れ

る
な
ど
の
例
示
を
い
れ
た
。
も
と
も
と
事
前
公
表
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
第

一
号
及
び
第
二
号
の
と
お
り
緊
急
性
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

特
、「

段
の
」
緊
急
性
が
な
い
限
り
、
事
後
報
告
は
許
さ
れ
な
い
。

・

後
に
懲
戒
事
由
が
な
い
こ
と
等
が
判
明
し
た
場
合
の
規
定
は
特
に
も
う
け

ず
、
一
般
法
理
で
対
処
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
名

誉
回
復
の
た
め
、
本
人
の
同
意
が
あ
れ
ば
懲
戒
事
由
が
な
い
こ
と
等
を
公
表

で
き
る
と
い
う
規
定
等
を
設
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

・

「
そ
の
他
適
当
な
方
法
」
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
表
等
を
想

定
し
て
い
る
。


